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代表者氏名 佐野恵実              

 

守山市豊かな市民活動のまち応援事業認定団体登録申請書 

 

認定団体として登録を受けたいので、守山市豊かな市民活動のまち応援事業補助金交付

要綱第６条の規定により、関係書類を添えて申請します。 

団体名（ふりがな）   NORA（のーら） 

主 た る 事 務 所 所在地 〒524-0046 守山市今宿四丁目 1-12-101 MAGNETS 内 

担 当 者 連 絡 先 

氏名（ふりがな） さの えみ 

 佐野 恵実 

電話番号 090-2388-5927 FAX 番号 077-532-0031 

E-Mail    

nora.moriyama@gmail.com 

連絡希望手段・時間帯 

メールまたは携帯電話（いつでも） 

ホ ー ム ペ ー ジ https://nora-shiga.jimdofree.com/ 

団 体 設 立 年 月 日 2015 年 4 月 会員数 3 名 

活 動 目 的 

地元の農業・漁業と連携しながら地産地消・食育を発信する。 

親子で参加できる農業漁業体験イベントを定期的に開催し食育に繋げる

活動を行う。こども食堂を開催し親子での居場所作りを目指す。 

事 業 概 要 
地元農家さんと季節ごとに旬野菜の収穫体験を開催。 

月 1 回こども食堂の実施。月 3 回 NORA カフェで地産地消ランチを提供。 

登 録 要 件 
☑︎ 認定団体の登録要件（守山市豊かな市民活動のまち応援事業補助

金交付要綱第２条）をすべて満たしている 

目 標 寄 附 額 

（ 初 年 度 ） 
      2,000,000 円 （初年度総事業費   3,000,000 円） 

 



 

様式第２号（第６条関係） 

認定団体登録事業計画書 

活 動 場 所 
守山市農家さん畑、漁業組合、市内公共施設、レンタルスペースマグネ

ッツなど 

解決したい地域の

現状や課題 

NORA は主に収穫体験や漁業体験など様々な食育活動を実施し、設立から

9 年目に入りました。現在は設立当初よりも共働き世帯が増え、忙しい

日々で食生活の質や食育への関心の低下が課題と感じています。 

その課題に対して地元の生産者さんとの繋がりがある NORA だからでき

るイベントを開催し、親子間の絆を深めながら、食に対する意識や地産

地消の重要性を学ぶ機会を提供します。 

今はスーパーにいけば一年中手に入る野菜ですが、収穫体験で自分で見

て、触れて、学んで、食べることで旬を知り、地域の生産者さんとの交

流を深めながら食への感謝や地産地消の大切さを学ぶことができます。 

コロナ禍を経て学校などで調理実習など食育の機会が減った今、自分で

食材に触れて作って食べるという機会をつくるため、食育体験ワークシ

ョップも開催しています。 

 

今後の事業予定 

 

（市ホームページ

に掲載する文章と

して記入ください

《600 文字以内》） 

※複数の事業を行

う場合は、優先順

位の高い順に記載

してください。 

▷収穫体験：８月〜季節の旬やさいの収穫体験イベントを年 4 回程度実

施 

▷漁業体験 年 2 回程度実施 

▷NORA カフェ 毎週金曜日月 3 回実施 

▷NORA わくわく食育こども食堂 月 1 回第 4 金曜実施 

▷ビワモリ市（地産地消マルシェ） 年 3 回程度実施 

 次回：８月３日(土）ビワモリ夜市 16:00〜20:00 

    サブライムホーム守山駐車場にて（えんまどう公園隣） 

▷こどもわマルシェ 

 お子さんによる農業のお仕事体験を実施 

 次回：９月 14 日（土）10:00〜14:00 

    びわこもりやまフルーツランドにて 

期 待 さ れ る 効 果 

【収穫体験・漁業体験】収穫体験を通して旬野菜を知り、採れたての新

鮮な野菜は素材そのものがおいしいことを体感してもらい地産地消に繋



 

げる。 

親子で農業や漁業体験を一緒に楽しみ、苦手な野菜も自分で収穫したか

ら食べてみよう！料理してみよう！という思いになり、みんなで楽しい

食卓を囲む大切さを知ってもらう。家族のコミュニケーションによる社

会性、信頼関係、愛情など健やかな心の発達も食を通して育む。孤食を

減らす。 

【NORA カフェ】毎週金曜日開催。メニューで地元の野菜をたっぷり使用

することで新鮮な野菜のおいしさを体感していただける場所を作る。野

菜販売なども行い地元の生産者さんの顔や農業への思いを広めながら地

産地消を促す。 

 

【NORA わくわく食育こども食堂】毎月 1 回開催。食育アドバイザーが地

元の食材を使用したメニューの紹介をしながら親子で集える場所、こど

もの居場所つくり、新鮮な野菜のおしさを体感できる場所として発信。 

育児中のちょっとした悩みや食の相談など気軽に集える居場所を作りな

がら地元の野菜やレシピの紹介など情報提供を行うことで食に関する知

識を広める。 

【ビワモリ市・こどもわマルシェ】 

こども達に地域のよいものを知ってもらう。農業のお仕事を体験するこ

とで食の大切さや農家さんのお仕事の大変さを知り、改めて食への感謝

の気持ちを持ち、ゆくゆくは農業に興味を持ち就農する人が出てくるこ

とも期待できる。 

事業実施体制 

主婦や学生、お仕事がお休みの方など、農業や漁業などに関心がある外

部スタッフに毎回お手伝いをしていただいています。今後も農業が好き

な方を随時募って活動を広げていきます。 

事業の PR 方法 

（寄附の獲得） 

公式 LINE（会員 1382 名）や SNS での告知、チラシ配布などで PR しま

す。 

活動の内容や思いなど NORA をもっとたくさんの方に応援していただけ

るよう人気のマルシェなどに出店するなど、対面での広報活動にも積極

的に取り組みます。 



 

自立的・継続的に

活動していくため

の工夫 

まずは参加いただいた方に楽しんでいただき、人が集まって恒例になっ

ていくような活動を継続していくことを大切にしています。 

現在は個人の方からの参加費が主な収入源となっていますが、企業と連

携して食育イベントを実施するなど、参加費以外の収入源も獲得してい

きたいと思っています。 

申請事業に対する

補助金や委託料等

財源確保の取組み 

昨年度は市民協働課の助成金を使わせていただき、チラシの折り込み配

布を実施したことで、新たな会員獲得につながりました。 

より多くの方に活動を知ってもらうことで NORA の周知につなげ、継続

的に応援・協賛いただける方を募っていきたいと思います。 

特に収穫体験や漁業体験は集客力の強い事業として育ってきているの

で、それをうまく活用いただける方と繋がれればと思っています。 

 



 

様式第３号（第６条関係） 

事業収支予算書（ 2025 年 4 月 1 日 ～ 2026 年 3 月 31 日） 

【収  入】 

科   目 内    訳 
金   額 

補 助 金 守山市豊かな市民活動のまち応援事業補助金 
 

1,000,000 
円 

自 己 資 金 
(会費等) 

 2,000,000 円 

事業収入 
(受益者負担金） 

  円 

その他   円 

収 入 合 計  3,000,000 円 

 

【支  出】 

科   目 内容 ・ 積算根拠 
経    費 

対象外経費 対象経費 

人件費 イベントスタッフ人件費  円 860,000 円 

報償費 外部講師、謝礼等  円  円 

旅費交通費   円  円 

消耗品費 資材購入費  円 80,000 円 

印刷製本費 チラシ等印刷費  円 100,000 円 

食糧費および食材費 カフェ、こども食堂、イベント食材費  円 360,000 円 

光熱水費   円  円 

通信運搬費 公式 LINE 利用料  円 76,000 円 

手数料   円  円 

保険料 イベント開催時保険料  円 19,000 円 

委託料 外部委託料  円 550,000 円 

使用料および賃借料 イベント施設使用料  円 900,000 円 

備品購入費 イベント運営備品購入費  円 55,000 円 

その他   円  円 

支 出 合 計  円 3,000,000 円 

※2026 年度、2027 年度も同様 

補助目標額（目標寄附額の 1/2） 

 


